
４２木津川３７熊野川４７紀の川４７大和川取組No

なし連携機関関東地方整備局 京浜河川事務所取組機関

40

重要水防箇所等の水災害危険個所の情報共有と関係市村等との共同点検の実施

【出典】京浜河川事務所｜R5.6.5-R5.6.16実施 多摩川・鶴見川・相模川共同点検の概要
https://www.cbr.mlit.go.jp/ryuiki_chisui/data/zireisyuu_202202.pdf



水防団員や消防団員・水防協力団体の募集・指定の促進、地区間連携の強化

◎取組概要

具体的な事例として、下市町では、ホームページで消防団員
を募集。

41

下市町ではホームペー
ジで消防団員を募集

【出典】下市町＿ホームページで消防団員を募集 https://www.town.shimoichi.lg.jp/0000001250.html

３９木津川３８熊野川４１紀の川４１大和川取組No

なし連携機関下市町取組機関



①防災訓練時、各大字の住民さんを対象に、ハザードマップ使用し浸水想定区域の説明
②毎年８月当初に消防団の分団長を対象に村防災計画に記載している水防活動計画の出動基準や活動
内容、村内道路の通行規制基準等と併せ自主防災組織である自治会との水防活動時の連携マニュアル
等の確認及び周知を実施している。

出動基準の必要性の再確認、基準整備

◎取組概要
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-木津川３９熊野川４２紀の川４２大和川取組No

村消防団、各区民連携機関東吉野村取組機関



水防団等との情報伝達訓練の実施

◎取組概要

具体的な事例として、黒滝村では、土砂災
害、水害に関する気象情報等に基づき、情
報伝達に重点を置いた避難所開設訓練を
実施（令和元年度実績）。

43

黒滝村では気象情報
等に基づいた避難所
開設訓練を実施

【出典】奈良県紀の川圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会
第3回協議会（令和2年5月17日書面開催）＿資料4

４０木津川４０熊野川４３紀の川４３大和川取組No

なし連携機関奈良県取組機関



水防団等との情報伝達訓練の実施

◎取組概要

44

消防車両による広報・見回り訓練
情報伝達訓練
ハザードマップを使用し、避難経路の確認等有事の際に迅速な対応が
行えるよう、実践的な訓練を実施。

４０木津川４０熊野川４３紀の川４３大和川取組No

なし連携機関東吉野村取組機関



水防団等との情報伝達訓練の実施

◎取組概要
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４０木津川４０熊野川４３紀の川４３大和川取組No

1.広域消防組合野迫川分署及び消防団
２奈良県

連携機関野迫川村取組機関

２．県補助金を活用した避難所移転事業の実施

〇実施期間： 令和６年度～令和７年度
○活用した補助金：奈良県土砂災害緊急安全確保対策促進事業補助金
○スケジュール：令和６年度に用地取得事業、令和７年度に造成工事、避難所
設置工事等を実施予定

※令和６年１１月５日 奈良県庁の知事室において交付申請式実施
※参加機関： 野迫川村、奈良県砂防・災害対策課

（交付申請式の様子）

１．奈良県広域消防組合野迫川分署及び地元消防団との情報伝達訓練

○日 時：令和６年１１月１６日
〇参加機関： 野迫川村、奈良県広域消防組合野迫川分署、消防団
〇実施期間： 令和６年度
○奈良県広域消防組合野迫川分署の呼びかけにより実現
○得られた成果
消火訓練と合わせて、トランシーバー等による非常時の情報伝達訓練を行うこと
で、各機関の連携を深めることができた。 （訓練時の様子）



◎取組概要

-木津川４１熊野川４４紀の川４４大和川取組No

なし連携機関青森県取組機関
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関係機関が連携した実働水防訓練の実施（資材等の点検管理含む）

【出典】現状の水害リスク情報や取り組み状況の共有_資料
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kendo/kasensabo/files/sanpachi_kamikita_gentaikyou01_06.pdf



◎取組概要

１１木津川４２熊野川４８紀の川５２大和川取組No

国土交通省、京都府
（取組機関・京都府木津川市）

連携機関
三重県亀山市
京都府木津川市

取組機関

47

排水施設等の整備

・近年、ゲリラ豪雨の多発化や台風の巨大化により、浸水被
害のリスクが増大している。この状況を受け、都市下水路の
底張りコンクリート施工を実施し、水位警報機の動作確認
などの防災訓練を住民と協力して行うなど、浸水対策に力
を入れている。

【出典】国土交通省＿流域治水優良事例集 https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html

・淀川流域治水プロジェクトに既設排水ポンプ施設の機能
増強を位置づけ、緊急自然災害防止対策事業債を活用し、
整備を推進している。



◎取組概要

-木津川４３熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関長野県取組機関

48

被災後の電気、通信機能等のライフラインの早期復旧

長野県では、電力やガス、各種エネ
ルギーに関する現状や施策、今後
の展開を長野県強靱化計画で整理
している。

【出典】長野県｜長野県強靱化計画_第4章（平成28年3月）
https://www.pref.nagano.lg.jp/shobo/kyoujinka/kyoujinka.html



◎取組概要

５３木津川４７熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関山添村取組機関
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地域防災計画への反映

【出典】山添村｜山添村地域防災計画
https://www.vill.yamazoe.nara.jp/life/wp-content/uploads/2021/05/4e8d28fa4d6f138d9f7a0990e9f047b5.pdf



５４木津川４８熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関山添村取組機関
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ハザードマップ作成・公表

【出典】山添村｜山添村防災ハザードマップ
https://www.vill.yamazoe.nara.jp/life/hazardmap



◎取組概要

-木津川５０熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関群馬県取組機関
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大規模土砂災害の監視・警戒・避難の体制構築

群馬県では、土砂災害に対する警戒・避難等に関するマニュアル・ガイドラインを作成し、市町村担当者
向けのひな形も併せて作成している。

【出典】群馬県版土砂災害警戒避難ガイドライン
https://www.pref.gunma.jp/page/11271.html



◎取組概要

-木津川52-1,52-2熊野川-紀の川-大和川取組No

要配慮者利用施設連携機関岡山県備前市取組機関
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要配慮者利用施設の避難計画作成
要配慮者利用施設の避難訓練の実施

【出典】内閣府｜要配慮者利用施設における避難に関する計画作成の事例集（水害・土砂災害）（平成29年8月））
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/pdf/hinanjireishu.pdf



-木津川５３熊野川-紀の川-大和川取組No

自治会、自衛隊、警察、消防、消防団連携機関広島県安芸高田市取組機関

53

避難訓練の実施

【出典】広島県避難訓練の事例集https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/573597.pdf



◎取組概要

６４木津川５４熊野川５９紀の川３６大和川取組No

なし連携機関滋賀県取組機関

54

災害リスクの現地表示：土砂災害警戒区域等の標識設置

【出典】滋賀県｜第6回湖東圏域水害・土砂災害に強い地域づくり協議会資料2（令和3年5月31日）
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5261564.pdf



◎取組概要

-木津川５５熊野川-紀の川-大和川取組No

栃木県栃木市、鹿沼市連携機関栃木県取組機関

55

教育、啓発活動の実施

【出典】令和6(2024)年度 第1回栃木県減災対策協議会
https://www.pref.tochigi.lg.jp/h06/gensaitaisakukyougikai/documents/2024dai1kaigensaitaisakukyougikai_siryou3-3.pdf



小中学校や地域を対象とした災害教育の実施

◎取組概要
開催日時：令和６年７月８日（月）
対 象 者 : 天川小中学校４年生～９年生
実施内容
天川小中学校４年生～９年生を対象に、天川村で行っている防災対策や避難所の運営等を学習し、 もし
災害が発生し、避難所で生活する状況になった時、自分達ができることは何かを考えるワーク ショップ
を実施しました。

56

-木津川５５熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関天川村取組機関



村民を対象とした防災説明会の実施

◎取組概要

防災対策を主題とした地区別懇談会を開催

〇日 時：令和６年７月２５日~1０月1０日
（地区別に合計9回実施）

〇対象者：全村民
〇内 容：地区防災計画の策定に関する案内、促進

防災倉庫について
防災訓練の実施について

57

懇談会の様子

工夫した点
➀令和６年能登半島地震の状況について現地で実際に支援を行った職員が当時の状況を説明した。また日向灘の地震
により発表された南海トラフ地震臨時情報から、災害への備えと村での対応について説明し、改めて自助・共助の重要
性について触れ、地区防災計画の策定を促した。
②蓄電池やガス発電機等の展示、紹介
③様々な内容の訓練を例に、防災訓練の実施について呼びかけた。

-木津川５５熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関十津川村取組機関



◎取組概要

-木津川５８熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関栃木県鹿沼市取組機関
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関係機関が連携した土砂災害を想定した避難訓練の実施（資材等の点検管理含む）

【出典】令和6(2024)年度 第1回栃木県減災対策協議会
https://www.pref.tochigi.lg.jp/h06/gensaitaisakukyougikai/documents/2024dai1kaigensaitaisakukyougikai_siryou3-3.pdf



近畿総合通信局と下北山村との共同防災訓練

◎取組概要
陸路の搬送ルートが途絶した場合を想定した想定し、空路による搬送手順の確認と支援機器及び人員の搬送訓練のほか、
役場職員た住民への災害対策用移動通信機器等の操作体験訓練等を実施することにより、防災意識の高揚と地域防災力
の向上を図る目的で実施しました。
また、中学生を対象に電波教室を開催し、災害時に利用する無線の仕組み等について学ぶ機会を提供しました。

○日時 令和６年１１月１３日(水)、１４日(木)

○実施場所 下北山小中学校、下北山村役場、
下北山スポーツ公園及び池原公民館

○

○訓練の内容
（１）ヘリコプターによる近畿総合通信局の移動通信機器等（※）の搬送
（２）下北山小中学校 後期課程（中学生）生徒への電波教室及び通信機器操作体験
（３）住民参加による通信機器及びＬＰＧ エンジン式発電機操作体験
（４）下北山村役場と下北山スポーツ公園及び池原公民館との間等の通信確保訓練
（５）耐災害性の高いネットワーク技術を活用した通信網を利用した下北山村と奈良県

との間の通信確保訓練

59

-木津川５８熊野川-紀の川-大和川取組No

総務省近畿総合通信局・奈良県連携機関下北山村取組機関



◎取組概要

-木津川５９熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関栃木県取組機関
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土砂災害危険個所の情報共有と関係市村等との共同点検の実施

【出典】令和6(2024)年度 第1回栃木県減災対策協議会
https://www.pref.tochigi.lg.jp/h06/gensaitaisakukyougikai/documents/2024dai1kaigensaitaisakukyougikai_siryou3-3.pdf



◎「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成」解説書

-木津川１１熊野川-紀の川-大和川取組No

連携機関（国土交通省による解説）取組機関
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上流と下流の市村間で整合の取れた避難指示等の発令基準の作成

淀川・宇治川・桂川・木津川を例に挙げ、上流の隣接自治体の居住地側（堤内地側）からはん濫が拡散してくるケースも
想定して発令判断基準を設定する必要があることを示している。

【出典】近畿地方整備局HP（淀川管内水害に強い地域づくり協議会、平成24年3月15日）
https://www.kkr.mlit.go.jp/yodogawa/activity/comit/suigai_kyogikai/portal/nb3uba0000001vaw-att/B-01.pdf



62

浸水実績の周知（浸水実績図の公表）

◎取組概要 「災害を「知る」 - 大和郡山市」

【出典】大和郡山市HP
https://www.city.yamatokoriyama.lg.jp/material/files/group/5/suigai.pdf

大和郡山市が発行するハザードマップでは、水害編
において浸水実績図を公表している。
市は、「過去の災害に学び、これからの災害に備える
こと」を呼び掛けている。

-木津川２７熊野川２０紀の川-大和川取組No

－連携機関大和郡山市取組機関



-木津川５７熊野川-紀の川-大和川取組No

なし連携機関国土交通省取組機関

63

斜面崩壊による河道閉塞に備えた体制の確保

【出典】内閣府HP https://www.bousai.go.jp/jishin/noto/taisaku_wg_02/pdf/siryo2.pdf より抜粋

国交省ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ
との連絡・連携体制を
確保し、大規模土砂災
害・河道閉塞に備える
ことが望ましい。


